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「
も
う
音
の
こ
と
で
す
か
ら
。

今
ご
ろ
ど
う
こ
う
言
う
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
」
。
十
二
日
午

前
¨
元
首
相
田
中
角
栄
の
側
近

で
国
家
老
と
呼
ば
れ
た
本
間
幸

一
貧
こ
が

一
九
七

一
年
、
柏
崎

刈
羽
原
発
の
建
設
用
地
と
し
て

東
京
電
力
に
土
地
が
売
却
さ
れ

た
利
益
約
四
億
円
を
東
京

。
目

白
の
田
中
邸
に
運
ん
だ
こ
と
を

認
め
た
直
後
の
言
葉
だ
。

原
発
建
設
を
め
ぐ
る
土
地
取

引
で
生
ま
れ
た
資
金
が
田
中
邸

に
届
け
ら
れ
た
経
緯
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。
発
端
は
、
柏
崎
市

と
刈
羽
村
の
両
議
会
が
原
発
誘

致
を
決
議
し
た
数
年
前
に
さ
か

の
ぼ
る
。

登
記
抹
消
の
真
相

刈
羽
村
長
だ

っ
た
本
村
博
保

宅
と
が
後
に
原
発
建
設
予
定
地

に
な
る
砂
丘
地
の

一
部
約
五
十

二
つ
を
北
越
製
紙
か
ら
購
入

し
、
所
有
権
を
得
た
の
は
六
六

年
八
月
十
九
日
。
土
地
の
所
有

権
は
そ
の
後
、
半
年
ほ
ど
の
間

に
三
度
入
れ
替
わ
る
。

登
記
簿
を
見
る
と
、
本
村
が

得
た
所
有
権
は

一
カ
月
も
た
た

な
い
九
月
九
日
、
日
中
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
企
業

「室
町
産
業
」
に

移
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
六
七
年

一
月
十
三
日
に
は
、
登
記
錯
誤

た
。
所
有
権
は
再
び
本
村
の
元

に
戻

っ
た
。

そ
れ
か
ら
四
十
年
目
の
今
、

本
村
は

「
東
電
進
出
の
情
報
は

発
表
前
に
流
れ
て
い
た
。だ
が
、

も
う
け
を
狙

っ
た
土
地
転
が
し

で
は
な
い
」
と
強
調
、
買
収
の

目
的
に
「村
の
農
業
構
造
改
革
」

を
挙
げ
た
。
農
家
の
経
営
規
模

拡
大
を
図
る
た
め
砂
丘
地
を
耕

作
地
に
変
え
、
モ
モ
な
ど
の
栽

培
に
充
て
る
計
画
を
立
て

「
県

の
認
可
も
得
て
い
た
」
と
い
う
。

村
議
会
議
長
の
佐
藤

一
三
Ｑ
こ

も

「
鳥
取
大
学
の
砂
丘
研
究
者

か
ら
農
業
指
導
を
受
け
た
」
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

だ
が
、
本
村
は
村
の
農
業
振

興
が
目
的
と
し
な
が
ら
、
買
収

に
は
借
金
の
上
、
私
費
を
投
じ

た
。
パ
砂
丘
地
に
）
北
越
製
紙

が
持
つ
土
地
が
他
人
に
買
わ
れ

る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
緊
急

に
買

っ
た
。
当
時
の
村
は
前
村

長
時
代
に
生
じ
た
借
金
に
追
わ

れ
、
公
費
は
出
せ
な
い
の
で
信

用
金
庫
で
借
金
し
た
」
と
説
明
。
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を
示
す
登
記
簿
。
本
村
博
保
は
当
時

「土
地
転
が
し
」
と
の
疑
惑
を
突
き
付
け
ら
れ
た

の
金
利
を
計
算
し
た
ら
と
て
も

持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
の
で
、

田
中
先
生
に
購
入
を
頼
ん
だ
」

と
す
る
。
で
は
な
ぜ
、
抹
消
手

続
き
を
取

っ
た
の
か
。
そ
れ
は

当
時
、
自
民
党
幹
事
長
だ

っ
た

田
中
を
め
ぐ
る
野
党
の
田
中
金

脈
追
及
の
動
き
と
重
な
る
。
本

村
か
ら
室
町
産
業
に
所
有
権
が

移
転
し
た
約

一
カ
月
後
の
十
月

二
十
日
、
共
産
党
議
員
が
国
会

で
、
室
町
産
業
が
信
濃
川
河
川

敷
を
買
い
占
め
た
と
す
る
疑
惑

を
追
及
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。

「
次
は
原
発
の
土
地
に
関
す

る
話
も
出
る
と
聞
い
た
。

へ
と

へ
と
だ

っ
た
先
生
に
迷
惑
は
掛

そ
の
後
、
田
中
邸
を
訪
ね
て
「
土

地
を
返
し
て
く
だ
さ
い
」
と
錯

誤
に
よ
る
登
記
抹
消
を
申
し
出

た
。
田
中
を
さ
ら
な
る
疑
惑
追

及
か
ら
守
る
た
め
だ

っ
た
。

原
発
長
者
が
躍
進

本
村
は
七

一
年
十
月
、
東
電

に
土
地
を
売
却
。
そ
の
直
後
、

本
間
と
二
人
で
上
京
し
、
四
億

円
を
田
中
邸
に
運
ん
だ
。

本
村
は
そ
の
年
、
総
所
得
四

億
五
千
四
百
八
十
六
万
円
で
県

内
長
者
番
付
の
ト
ッ
プ
に
躍
り

出
た
。
う
ち
二
億
九
千
四
百
九

十
五
万
円
が
原
発
用
地
を
売

っ

た
譲
渡
所
得
だ

っ
た
。
坪
単
価

で
い
た
。
二
位
に
も

ク
原
発
地

主
″
が
入

っ
た
。

六
九
年
の
原
発
誘
致
決
議
は

「
地
域
開
発
促
進
に
貢
献
す
る

と
こ
ろ
は
絶
大
」
と
う
た
う
。

東
電
が
決
議
を
受
け
柏
崎
、
刈

羽
の
二
市
村
に
ま
た
が
る
砂
丘

地
で
の
建
設
計
画
を
発
表
し
た

の
は
同
年
九
月
十
八
日
¨
そ
の

三
年
前
の
六
六
年
ご
ろ
か
ら
砂

丘
地
を
め
ぐ
る
売
買
が
熱
を
帯

び
る
。
登
記
簿
に
は
、
本
村
以

外
に
も
地
元
有
力
者
の
ほ
か
、

建
設
会
社
、
不
動
産
業
な
ど
の

名
前
が
登
場
す
る
。
関
係
者
は

「
地
位
で
知
り
得
た
情
報
で
買

う
動
き
も
あ

っ
た
」
と
憤
り
を

隠
さ
な
い
。

「
不
毛
の
地
で
何
も
し
て
み

よ
う
が
な
か

っ
た
」
。
柏
崎
商

工
会
議
所
の
前
専
務
理
事

。
内

藤
信
寛
霙
し
が
こ
う
振
り
返
る

砂
丘
地
を

「
宝
の
山
」
に

一
変

さ
せ
た
原
発
誘
致
。
七
二
年
に

首
相
に
登
り
詰
め
る
田
中
の
影

を
指
摘
す
る
声
は
少
な
く
な

(約52筋分 )

北 越製 紙 か ら本 村 氏 に所 有 権 移 転
木 村 氏 か ら田 中角 栄 氏 の 関連企 業「 室 町産
業 」 に所 有権 移 転
衆 院予 算 委 員 会 で共 産 党 議 員 が 室 町産 業 に
よ る長 岡市 の信 濃 川 の 河川 床 買 い 占め疑 惑
を追及
錯 誤 抹 消 に よ り所 有 権 は室 町産 業 か ら木 村
氏に戻 る

71年 10月 8日 東京電力に土地を売却。翌 日に所有権移転

追
及
恐
れ

一
転
、
所
有
権
白
紙
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